
はじめにお読みください 本器に関する最新の情報は、
当社ホームページ（www.shofu.co.jp/eyespecialc4/）をご参照ください。

内容物の確認
ご購入いただいた「アイスペシャルＣ－ IV」のパッケージの中身は以下のとおりで
す。内容をご確認のうえ、不備な点がございましたらお買い求めの販売店にご連絡くだ
さい。

カメラ本体

ストラップ

SDHCカードグレーカード

クローズアップレンズ

単３形アルカリ乾電池

はじめにお読みください（本書） 取扱説明書 かんたんガイド 保証書

レンズキャップ

必要に応じてご用意いただく市販品
本器には以下のものをお使いいただけます。必要に応じて別途お買い求めください。
・単３形電池（アルカリ乾電池／充電式ニッケル水素電池）
・画像記録媒体　SDカード／ SDHCカード／ SDXCカード

※お使いのパソコンにSDカードスロットが無い場合、SDカードリーダーを別途
お買い求めください。

・HDMIケーブル（HDMI（Type A) ↔ Micro HDMI（Type D））
※推奨品（モニター側端子形状がHDMI（Type A）のとき）： 

ELECOM社：CAC-HD14EU15BK

安全にお使いいただくために
本器を安全にお使いいただくために、以下の事項を必ず守ってください。

【警告・注意などの記載について】
本書および取扱説明書では、安全に関する重要な注意事項を「警告」、「注意」に
分類して説明しています。必ず各内容をよくお読みのうえ、厳守してください。各
警告表示の内容は次のように定義されています。

警 告 この表示を無視して誤った取り扱いを行うと、使用者が死亡また
は重症を負う可能性があることを表しています。

注 意
この表示を無視して誤った取り扱いを行うと、使用者が傷害を負
う可能性および物的損害のみが発生する可能性があることを表し
ています。

【その他の表示について】
「警告」や「注意」表示以外については、以下のとおりです。

この表示を無視して誤った取り扱いを行うと、機器が正常に作動しない
または故障する可能性があることを表しています。

この表示は、使用時の作業をわかりやすくするための補足説明を表して
います。

ご使用について

●	万一使用中に高熱、焦げ臭い、煙が出るなどの異常を感じたら、すみやかに電
池を抜き、使用を中止すること。電池も高温になっている場合があるので、火
傷には十分注意すること。

 使用を続けると感電、火傷、火災の原因となります。お買い求めの販売店に修
理をご依頼ください。

●	落下や損傷により内部が露出した場合は、内部に触れないように電池を抜き、
使用を中止すること。

 フラッシュ部には高電圧が加わっていますので、感電の原因となります。またそ
の他の部分も使用を続けると、感電、火傷、火災の原因となります。お買い求
めの販売店に修理をご依頼ください。

●	製品および付属品を、幼児・子供の手の届く範囲に放置しないこと。
 幼児・子供の近くでご使用になる場合は、細心の注意をはらってください。け

がや事故の原因となります。

●	分解、修理、改造は絶対に行わないこと。
 内部には高圧部分があり、触れると感電の原因となります。また、異常動作に

よるけがや感電、火災の原因となります。修理や分解が必要な場合は、お買い
求めの販売店にご依頼ください。

●	フラッシュを人の目の近くで発光させないこと。人の目の近くで発光させる場合
は目を保護すること。

 目の近くでフラッシュを発光させると、視力障害を起こす原因となります。

●	内部に異物（金属、水、液体、粉末など）が入った場合はすみやかに電池を取
り出し使用を中止すること。

 使用を続けると、火災や感電の原因となります。お買い求めの販売店に点検・
修理をご依頼ください。

●	鞄の中、箱の中、引き出しの中のような狭い場所に入れて使用しないこと。
 狭い場所で使用すると放熱不良となり、発熱、発火の原因となります。

●	洗面台、流し台、水槽の近くなど、水のかかりやすい場所では使用しないこと。
また、カメラの上に液体の入った物を置かないこと。

 火災や感電の原因となります。

●	引火性の高いガスが充満している場所や、ガソリン、ベンジン、シンナーの近
くで本製品を使用しないこと。

 爆発や火災の原因となります。

●	長時間使用する場合は、皮膚を触れたままにしないこと。
 本体の温度が高くなり、低温火傷の原因になることがあります。

●	長時間の使用後は、すぐに電池やカードを取り出さないこと。
 電池やカードが熱くなっているため火傷の原因となります。電源をOFFにして、

温度が下がるまでしばらくお待ちください。

●	発光部に皮膚や物を密着させた状態で、フラッシュを発光させないこと。
 発光時に発光部が熱くなり、火傷の原因となります。

●	液晶モニターを強く押したり、衝撃を与えたりしないこと。
 液晶モニターが割れるとけがの原因となり、中の液体に触れると炎症の原因

となります。中の液体に触れてしまった場合は、水でよく洗い流してください。
万一目に入った場合は、洗い流した後医師にご相談ください。

●	製品および付属品を身体などに強くぶつけないこと。
 けがの原因となります。

●	ハンドストラップを必ず使用すること。
 落下によるけがの原因となります。

●	カメラに取り付けた付属品やストラップにゆるみ、がたつき、ひものほつれがな
いか、定期的に点検すること。

 けがの原因となります。

注記

参 考

警 告

注 意



お手入れと保管について

●	幼児の口に入るような小さな付属品は、幼児の手の届かないところに保管すること。
 幼児が飲み込む原因となります。万一飲み込んだ場合は、直ちに医師にご相談

ください。

●	お手入れの際にベンジン、シンナーなどの引火性溶剤は使用しないこと。
 爆発や火災の原因となります。

●	直射日光の当たる場所、火などの過度の熱にさらされる場所、多湿になる場所、
腐食性のガスが発生する場所、	温度変化の激しい場所、埃や油分の多い場所、
静電気が多く発生する場所、強い磁気や電磁波が発生する装置が近くにある
場所での使用や保管（電池も含む）は避けること。

 故障、外装の変形、電池の液漏れ、発熱、破裂による火災、火傷、けがの原
因となります。

電池について

【爆発のリスク】
●	指定の電池以外のものを使用しないこと。また、外傷、変形の著しい電池は使
用しないこと。

 指定の電池以外に交換した場合、また、外傷、変形の著しい電池を使用した
場合、爆発、感電、火災の原因となります。

●	電池を火中や高温の炉へ廃棄したり、機械的な押しつぶし・切断をしたりしな
いこと。

 爆発、感電、火災の原因となります。

【爆発・液漏れのリスク】
●	電池を過度の高温又は低温環境で使用・保管・輸送しないこと。
 爆発、液漏れ、感電、火災の原因となります。

●	電池を標高が高く気圧が低い環境で使用・保管・輸送しないこと。
 爆発、液漏れ、感電、火災の原因となります。

●	電池を過度の高温環境に放置しないこと。
 爆発、可燃性の液体もしくはガスの漏出、液漏れ、感電、火災の原因となります。

●	電池を過度の気圧が低い環境に放置しないこと。
 爆発、可燃性の液体もしくはガスの漏出、液漏れ、感電、火災の原因となります。

警 告

注 意

警 告


